
・ 6～7人の６つのグループがそれぞれの教室に入り6年生に向けて「あきらめ
そうになったが最後まで頑張って達成したこと」についてのプレゼンテーショ
ンを行った。

・活動時間は２時間（45分×２）であった。最初の10分でアイスブレーキングを
行ったあと、１人5分間のプレゼンテーションと5分間の質疑応答を行った。

・現役大学生として、これまでの経験を伝えることで小学生の視野、価値観を

広げることを目的とした。

・自分達の「あきらめそうになったが最後まで頑張って達成したこと」について

プレゼンテーションすることで自分たちの人生を振り返るきっかけになった。

また、小学生への指導を通じて、相手に伝わるように文章を考えたり、話した

りすることで指導側に立つ経験を得た。

活動場所：富山市立藤ノ木小学校
日時：11月27日(木）
モクタリ（明）・リ ・碓井教養ゼミ

•活動の趣旨

キャリア教育「あきらめずにやりきる力」
～藤ノ木小学校とコラボ～

＜ややそう思う、そう思う、かなりそう思うを選んだ理由＞

・普段とは違う新しい経験をすることができたから。

・小学生にも理解できるような表現で伝えるなど
改善すべき点があることに気づくことができた。

・学生アンケートのまとめ

活動を通じて

過去の自分の経験を小学生に伝えることで、
同じような状況に陥ったときに自分がどのよう
に行動すべきかについて、新たな気づきを得る
ことができた。

・活動内容
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